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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年８月期第３四半期 4,380 － △78 － △37 － △41 －

2021年８月期第３四半期 4,510 △5.9 29 － 100 － 64 －

（注）包括利益 2022年８月期第３四半期 △91百万円（－％） 2021年８月期第３四半期 86百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年８月期第３四半期 △52.04 －

2021年８月期第３四半期 80.53 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年８月期第３四半期 3,665 1,280 34.9 1,591.94

2021年８月期 3,823 1,385 36.2 1,722.61

（参考）自己資本 2022年８月期第３四半期 1,280百万円 2021年８月期 1,385百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年８月期 － 0.00 － 40.00 40.00

2022年８月期 － 0.00 －

2022年８月期（予
想）

40.00 40.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,800 0.6 20 － 10 － 4 － 4.97

１．2022年８月期第３四半期の連結業績（2021年９月１日～2022年５月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しており、2022年８月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となって

おり、当該会計基準等の適用により大きな影響の生じる売上高については、対前年同四半期増減率は記載してお

りません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年８月期の連結業績予想（2021年９月１日～2022年８月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む）
2022年８月期３

Ｑ
915,444株 2021年８月期 915,444株

②  期末自己株式数
2022年８月期３

Ｑ
111,280株 2021年８月期 111,280株

③  期中平均株式数（四半期累計）
2022年８月期３

Ｑ
804,164株

2021年８月期３

Ｑ
804,164株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.６　「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項については、添付資料Ｐ.２　「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスワクチンの接種促進等により景気は徐々

に持ち直しつつあります。しかしながら、ロシアのウクライナ侵攻等による原油価格や原材料の高騰及び為替相場

における円安の進行など経済活動への懸念事項も多く散見され、日本経済の先行きは依然として不透明な状況が続

いております。

　このような環境の中、当社グループは引き続きメーカー・小売業のタイアップ企画である消費者向け販促キャン

ペーンの受注強化など、販促製品・サービスを組み込んだ企画・提案に注力してまいりました。

　ポップギャラリー製商品におきましては、オンラインショップ（ＷＥＢ受注）の活用を図りましたが、新型コロ

ナウイルス感染防止用品の反動減や、中小流通小売業からの受注が減少し、売上高は1,993百万円となりました。

　別注製品におきましては、ＰＯＰＫＩＴの受注拡大や、メーカー向けキャンペーンに持ち直しの動きがみられた

ものの、総合スーパーやドラッグストア等からの受注が減少し、売上高は1,847百万円となりました。

　役務サービス売上におきましては、デザイン受注の促進やデジタル技術を利用したキャンペーンを促進し、事務

局運営業務の増注に努めた結果、売上高は539百万円となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,380百万円（前年同四半期は4,510百万円）となりました。

　一方、損益面では効率化や人件費の削減など経費の抑制を図りましたが、新型コロナウイルス感染症の影響等も

あり受注が減少したことや、物価上昇によるコストの増加等もあり、営業損失は78百万円（前年同四半期は29百万

円の営業利益）、営業外収益において雇用調整助成金の受給等があったものの、経常損失は37百万円（前年同四半

期は100百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は41百万円（前年同四半期は64百万円の親会社

株主に帰属する四半期純利益）となりました。

　また、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高は214百万円増加しておりま

す。よって、経営成績に関する説明の売上高については、前第３四半期連結累計期間と比較しての前年同四半期増

減率を記載しておりません。詳細は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関す

る注記事項（会計方針の変更）（収益認識に関する会計基準等の適用）」に記載のとおりであります。

　なお、当社は広告等販売促進用品の企画・製作及び販売等を行う事業の単一セグメントのため、セグメント情報

の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、現金及び預金が６百万円増加したこと、受取手形、売掛金及

び契約資産（前連結会計年度末は受取手形及び売掛金）が136百万円減少したこと、商品及び製品が９百万円増加

したこと及び仕掛品が19百万円減少したこと等により、前連結会計年度末比120百万円減少の2,554百万円となりま

した。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、有形固定資産が４百万円減少したこと、無形固定資産が５百

万円増加したこと、投資その他の資産が38百万円減少したこと等により、前連結会計年度末比37百万円減少の

1,111百万円となりました。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、電子記録債務が26百万円増加したこと、短期借入金が140百

万円減少したこと、１年内返済予定の長期借入金が60百万円増加したこと、賞与引当金が36百万円減少したこと等

により、前連結会計年度末比113百万円減少の1,659百万円となりました。

（固定負債）

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、長期借入金が80百万円増加したこと、長期未払金が８百万円

減少したこと等により、前連結会計年度末比60百万円増加の726百万円となりました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、利益剰余金が55百万円減少したこと、退職給付に係る調整累計

額が48百万円減少したこと等により、前連結会計年度末比105百万円減少の1,280百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、2021年10月12日に公表した業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年５月31日)

資産の部
流動資産

現金及び預金 1,300,156 1,306,764
受取手形及び売掛金 906,885 －
受取手形、売掛金及び契約資産 － 770,623
商品及び製品 344,034 353,663
仕掛品 48,064 28,801
原材料及び貯蔵品 3,376 7,218
その他 72,736 87,831
貸倒引当金 △626 △577

流動資産合計 2,674,627 2,554,325

固定資産

有形固定資産
建物及び構築物（純額） 96,336 87,978
土地 682,620 682,620
その他（純額） 264 4,414

有形固定資産合計 779,221 775,014

無形固定資産 － 5,613

投資その他の資産

退職給付に係る資産 204,518 166,542
その他 164,912 164,159
貸倒引当金 △146 △146

投資その他の資産合計 369,284 330,555

固定資産合計 1,148,505 1,111,183

資産合計 3,823,133 3,665,508

負債の部

流動負債
支払手形及び買掛金 350,232 340,092
電子記録債務 157,066 183,106
短期借入金 660,000 520,000
１年内返済予定の長期借入金 198,696 258,696
未払法人税等 20,774 7,794
賞与引当金 45,795 8,950
その他 339,868 340,621

流動負債合計 1,772,432 1,659,260

固定負債

長期借入金 593,036 674,014
長期未払金 8,489 －
退職給付に係る負債 1,601 1,322
その他 62,309 50,728

固定負債合計 665,436 726,064

負債合計 2,437,869 2,385,325

純資産の部

株主資本
資本金 409,796 409,796
資本剰余金 417,733 417,733
利益剰余金 560,518 504,689
自己株式 △264,263 △264,263

株主資本合計 1,123,784 1,067,955

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,443 353
退職給付に係る調整累計額 260,037 211,873

その他の包括利益累計額合計 261,480 212,227

純資産合計 1,385,264 1,280,182

負債純資産合計 3,823,133 3,665,508

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年９月１日
　至　2021年５月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年９月１日

　至　2022年５月31日)

売上高 4,510,474 4,380,623

売上原価 2,591,755 2,693,193

売上総利益 1,918,719 1,687,429

販売費及び一般管理費 1,889,590 1,766,132

営業利益又は営業損失（△） 29,128 △78,703

営業外収益

受取利息及び配当金 923 436

投資有価証券売却益 21,670 －

助成金収入 54,300 38,390

債務免除益 － 8,489

その他 1,452 1,059

営業外収益合計 78,346 48,375

営業外費用

支払利息 6,740 6,689

その他 373 32

営業外費用合計 7,113 6,722

経常利益又は経常損失（△） 100,361 △37,049

特別損失

減損損失 8,800 －

特別損失合計 8,800 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
91,561 △37,049

法人税、住民税及び事業税 26,799 4,797

法人税等合計 26,799 4,797

四半期純利益又は四半期純損失（△） 64,761 △41,847

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
64,761 △41,847

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年９月１日
　至　2021年５月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年９月１日

　至　2022年５月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 64,761 △41,847

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16,594 △1,089

退職給付に係る調整額 38,194 △48,163

その他の包括利益合計 21,600 △49,253

四半期包括利益 86,361 △91,100

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 86,361 △91,100

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）第

98項に定める代替的な取扱いを適用し、主要な取引である国内の製品および商品販売において、出荷時から当該

製品又は商品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識してお

ります。

　なお、従来、キャンペーン売上のうち事務局運営業務について、役務完了時に一時点で収益認識しておりまし

たが、業務の進捗度に応じて一定期間で収益を認識しております。また、従来、顧客から受け取る送料は純額で

計上しておりましたが、財又はサービスの提供における当社の役割（本人又は代理人）を判断した結果、総額で

収益を認識する方法（本人取引に該当）に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は214,374千円増加し、営業損失、経常損失及び税金等調整前

四半期純損失はそれぞれ9,380千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は18,185千円増加してお

ります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

 （時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい 

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基 

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表へ

の影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う会計上の見積りについて）

　新型コロナウイルス感染症拡大による影響に関しては、当社グループにおいて店頭広告関連商品やキャンペーン

等の売上への影響が継続しております。

　当社グループでは、四半期連結財務諸表作成時に入手可能な情報に基づき、ワクチン接種の促進や各種の感染防

止対策により今後は徐々に需要が回復すると仮定し、繰延税金資産の回収可能性及び固定資産の減損の認識に関す

る会計上の見積りを行っております。また、新型コロナウイルス感染症の収束時期や経済への影響などの先行きの

情勢を見極めることは極めて困難な状況であり、今後の業績に影響を与える可能性があります。
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（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

　前第３四半期連結累計期間（自 2020年９月１日 至 2021年５月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 2021年

９月1日 至 2022年５月31日）

　当社グループは広告等販売促進用品の企画・製作及び販売等を行う事業の単一セグメントのため、記載を省略して

おります。

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、新型コロナウイルス感染症の拡大により、前連結会計年度まで連続して営業損失及び親会社株主

に帰属する当期純損失を計上しております。また、当第３四半期連結累計期間においても営業損失及び親会社株主に

帰属する四半期純損失を計上しております。新型コロナウイルス感染症の収束の時期は未だ不透明であることを踏ま

えると継続企業の前提に疑義を生じさせるような事象又は状況が存在すると判断しております。

　当社グループは、このような状況を解消するため、ポップギャラリー製商品においては“ＰＯＰ　ＧＡＬＬＥＲ

Ｙ”オンラインショップ（ＷＥＢ受注）による売上増、別注製品においては企画提案の強化による消費者向け販促キ

ャンペーンの受注増、ＰＯＰＫＩＴの受注拡大を目指してまいります。また、取引金融機関との緊密な連携関係のも

と、当座貸越契約として十分な利用可能融資枠の確保を中心に資金繰りに必要な資金を確保してまいります。

　当社グループとしては、これらの施策の実行により、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判

断しております。
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